
幼
児
教
育
・保
育
の
完
全
無
償
化

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
10
月
か
ら
国
に
よ
る
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
改
正
法
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形

成
の
基
礎
を
培
う
幼
児
教
育
の
重
要
性
と
、

保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
に
通

所
す
る
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
子
ど
も

お
よ
び
非
課
税
世
帯
の
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
子
ど
も
の
利
用
料
を
無
償
化
す
る
も

の
で
す
が
、
本
制
度
に
係
る
食
材
料
費
に
つ

い
て
は
、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
年
収

３
６
０
万
円
未
満
の
世
帯
の
子
ど
も
と
第
３

子
以
降
の
子
ど
も
を
無
償
と
す
る
一
方
で
、

そ
れ
以
外
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
実
費
徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
独
自
制
度
や
新
た

な
負
担
の
発
生
な
ど
と
合
わ
せ
、
制
度
が
分

か
り
づ
ら
く
な
る
こ
と
、
ま
た
、
本
市
は
、

子
育
て
支
援
を
市
政
の
重
要
課
題
に
掲
げ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
熟
慮
を
重
ね
た

結
果
、
国
の
無
償
化
に
伴
い
実
費
徴
収
と
さ

れ
た
３
歳
以
上
の
食
材
料
費
も
無
償
化
の
対

象
と
し
、
就
学
前
の
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま

で
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
完
全
無
償
化
の
実

施
を
決
断
し
ま
し
た
。

徳
島
県
総
合
防
災
訓
練

　

徳
島
県
で
は
、
毎
年
「
防
災
の
日
」
の
９

月
１
日
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定

し
、
徳
島
県
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
南
部
圏
域
で
の
開
催
と
な
り
、

橘
町
の
小
勝
緑
地
を
主
会
場
に
、
副
会
場
を

福
井
小
学
校
、
分
会
場
は
阿
南
医
療
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
、
県
内
の
災
害
拠
点
病
院
や

福
祉
関
係
施
設
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
会
場
の
小
勝
緑
地
で
は
、
航
空
機
・
バ

イ
ク
に
よ
る
被
害
情
報
収
集
訓
練
や
水
陸
両

用
車
に
よ
る
救
助
訓
練
の
ほ
か
、
被
災
家
屋

へ
の
電
力
供
給
訓
練
、
倒
壊
建
物
か
ら
の
救

出
・
搬
送
訓
練
、
食
料
供
給
訓
練
な
ど
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
副
会
場
の
福
井
小
学
校
で
は
、
住

民
の
避
難
所
運
営
に
係
わ
る
知
識
・
技
能
お

よ
び
団
結
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

関
係
機
関
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
り
、
避

難
所
の
開
設
・
運
営
訓
練
や
阿
南
市
医
師
会

を
は
じ
め
と
し
た
、
支
援
団
体
に
よ
る
救
護

所
開
設
訓
練
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
設
営
・
運
営
訓
練
等
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
般
の
実
践
的
な
訓
練
に
よ
り
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
防
災
意
識
の
高
揚

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
関
係
機
関
と
の
相
互

連
携
が
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。学

校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

　

学
校
は
、
児
童
生
徒
が
１
日
の
大
半
を
過

ご
す
学
習
・
生
活
の
場
で
あ
り
、
適
切
な
環

境
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
が
、
一

般
家
庭
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
が
進
む
中
、
本

市
の
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
は
、
約
７
割
が
和

式
ト
イ
レ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
慣
れ
な
い
和

式
ト
イ
レ
に
戸
惑
い
、
学
校
で
は
ト
イ
レ
に

行
き
た
く
な
い
と
考
え
る
子
ど
も
や
無
理
に

我
慢
す
る
子
ど
も
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

加
え
て
、
学
校
は
災
害
発
生
時
に
は
地
域
住

民
の
避
難
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
の
で
、

高
齢
者
や
身
体
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ

る
方
々
に
対
応
す
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
配
慮
し
た
計
画
を
策
定
し
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入

　

来
年
度
か
ら
本
市
の
22
の
小
学
校
す
べ
て

に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
導
入
を
考
え
て
い
ま
す
の
は
、
教

員
が
使
用
す
る
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

で
、
こ
れ
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
は
、
分
か
り
や
す
い
授
業
の
実
現
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
、
学
習
情
報
の
共
有

化
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
拡
大
す
る
こ

と
も
、
書
き
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

話
し
合
い
な
が
ら
想
像
し
た
り
、
く
わ
し
く

読
み
取
っ
た
り
す
る
活
動
に
最
適
で
す
。

　

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
音
声
と
映

像
は
、
来
年
度
か
ら
完
全
実
施
さ
れ
る
小
学

校
英
語
に
お
け
る
、
聞
い
た
り
話
し
た
り
す

る
活
動
に
大
変
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
他
に
も
、
数
多
く
の
効
果
が
あ
る
と

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
に
お

い
て
は
、
ど
れ
だ
け
の
教
科
に
導
入
す
る
か

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

の
導
入
を
契
機
と
し
て
、
阿
南
市
内
の
子
ど

も
た
ち
の
さ
ら
な
る
学
力
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

９
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　
９
月
議
会
が
９
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
は
、

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

合
志
市
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ

ィ
協
定
の
締
結

　

合
志
市
は
、
熊
本
県
の
北
部
内
陸
部
に
位

置
す
る
人
口
約
６
万
３
０
０
０
人
の
市
で
あ

り
、
市
内
に
位
置
す
る
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
の
「
菊
池
恵
楓
園
」
と
地
域
と
が
一
体

と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
人
権
に
関

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

一
方
、
本
市
は
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
で
あ

り
、
小
説
「
い
の
ち
の
初
夜
」
な
ど
を
執
筆

し
た
作
家
北
條
民
雄
さ
ん
や
国
立
ハ
ン
セ
ン

病
療
養
所
で
あ
る
「
沖
縄
愛
楽
園
」
の
基
礎

を
築
き
、
療
養
権
獲
得
を
め
ざ
し
た
患
者
運

動
の
さ
き
が
け
と
し
て
評
価
が
高
い
青
木
恵

哉
さ
ん
を
輩
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先

般
、
合
志
市
の
市
議
会
議
員
が
本
市
を
訪
問

さ
れ
、
人
権
問
題
・
人
権
教
育
を
中
心
と
し

た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
協
定
の
締
結
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
に
は
、
人
権
問
題
・
人
権
教
育

の
み
な
ら
ず
、
復
興
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流

な
ど
を
含
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
協
定
を

締
結
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

橘
町
新
浜
造
船
所
跡
地
の
利
用

　

橘
町
新
浜
造
船
所
跡
地
の
利
用
に
つ
い

て
、
今
般
、「
ふ
な
ど
こ
ろ
阿
南
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
の
皆
さ
ま
の
活
動
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
今
週
、
船
員
養
成
学
校
の
関
係
者

が
来
庁
さ
れ
、
開
校
の
意
向
を
お
示
し
い
た

だ
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

海
運
業
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
、
地
域

発
展
へ
貢
献
を
め
ざ
す
「
ふ
な
ど
こ
ろ
阿
南

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
、
平
成
29
年
４
月

に
発
足
以
来
、
次
世
代
の
船
員
育
成
、
海
技

系
学
校
の
誘
致
を
め
ざ
し
て
、
国
へ
の
要
望

活
動
や
関
係
機
関
へ
の
情
報
収
集
、
海
の
仕

事
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
行
う
な

ど
、
地
道
に
一
貫
し
て
あ
き
ら
め
な
い
継
続

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
成
果
が
実
を
結
ん

だ
も
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
新
浜
造
船
所
跡
地
に
つ

い
て
は
、
当
初
の
橘
町
の
活
性
化
の
た
め
に

と
し
た
用
地
購
入
目
的
に
沿
っ
た
活
用
の
見

通
し
が
つ
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
開
校
の
意
向
を
受
け
て
、
具
体

的
な
条
件
等
に
つ
い
て
協
議
、
調
整
が
必
要

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
船
員
養
成
学
校

実
現
の
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

国
直
轄
の
河
川
お
よ
び
道
路
事

業
の
進
捗
状
況

　

は
じ
め
に
、
河
川
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、

那
賀
川
の
無
堤
地
区
の
解
消
に
つ
き
ま
し
て

は
、
加
茂
地
区
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
か

ら
「
那
賀
川
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事

業
」
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
加
茂
谷
川
の
堤

防
や
橋
梁
へ
の
取
合
道
路
の
形
が
見
え
て
く

る
な
ど
、
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
来

年
度
の
築
堤
工
事
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
土
強
靭
化
対
策
と
し
て
、
那
賀
川

の
河
道
掘
削
や
樹
木
伐
採
、
あ
る
い
は
桑
野

川
河
口
部
で
の
地
震
津
波
対
策
の
促
進
な
ど

は
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
長
安
口
ダ
ム
改
造
事
業
に
つ
い
て

は
、
洪
水
吐
ゲ
ー
ト
２
門
の
増
設
が
完
成
し
、

６
月
10
日
か
ら
試
験
運
用
を
開
始
し
、
８
月

15
日
に
来
襲
し
た
台
風
10
号
洪
水
で
は
、
改

造
前
の
洪
水
調
節
容
量
よ
り
も
多
く
の
容
量

を
確
保
し
、
そ
れ
を
最
大
限
有
効
に
活
用
し

た
こ
と
で
、
下
流
地
区
の
浸
水
被
害
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
ゲ
ー
ト
の
上
屋
建
物
や
減
勢
工

改
造
お
よ
び
選
択
取
水
設
備
の
今
年
度
末
の

稼
働
を
め
ざ
し
、
鋭
意
工
事
の
進
捗
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
７
月
12
日
に
は
、
戦
後
最
大
流

量
を
記
録
し
た
平
成
26
年
８
月
台
風
11
号
規

模
の
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
、
那

賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
の
変
更
手
続
き
が

完
了
し
、
小
見
野
々
ダ
ム
の
再
生
や
、
長
安

口
ダ
ム
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
、
洪
水
疎
通

能
力
向
上
の
た
め
の
堤
防
の
再
整
備
に
向
け

た
調
査
検
討
な
ど
、
事
前
防
災
に
向
け
た
取

組
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
道
路
事
業
で
す
。
一
般
国

道
55
号
「
阿
南
道
路
」
の
那
賀
川
町
中
島
か

ら
西
路
見
町
江
川
間
の
４
車
線
化
に
つ
い
て

で
す
が
、
今
年
度
の
完
成
を
目
標
に
、
交
差

点
部
の
橋
梁
も
架
設
さ
れ
、
周
辺
の
改
良
工

事
な
ど
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

完
成
す
れ
ば
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
緩

和
、
辰
巳
工
業
団
地
を
は
じ
め
と
す
る
県
南

地
域
の
企
業
活
動
の
活
性
化
や
、
緊
急
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
さ
ら
に
は
通
学
路
の
安

全
・
安
心
の
確
保
の
ほ
か
、
自
動
車
か
ら
の

Ｃ
Ｏ
２
等
の
削
減
な
ど
、
多
く
の
効
果
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
４
車
線
化
の
施
工
に
伴
い
、

本
市
が
中
島
団
地
交
差
点
付
近
の
本
線
右
側

Ｌ
型
擁
壁
に
緊
急
避
難
階
段
を
設
置
し
ま
す
。

　

本
階
段
は
、
通
常
時
は
立
ち
入
り
防
止
柵

お
よ
び
蹴
破
り
門
扉
に
よ
っ
て
立
ち
入
り
を

制
限
し
ま
す
が
、
非
常
時
の
際
に
は
ボ
ー
ド

を
蹴
破
り
、
避
難
階
段
最
上
部
の
避
難
ス

ペ
ー
ス
へ
と
避
難
が
で
き
る
も
の
で
、
早
期

完
成
に
向
け
て
鋭
意
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
四
国
横
断
自
動
車
道
「
阿
南
・
小

松
島
間
」、
阿
南
安
芸
自
動
車
道
「
桑
野
道

路
」
お
よ
び
「
福
井
道
路
」
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
、
用
地
取
得
や
建
設
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
全
線
開
通
と
な
れ
ば
、
高

速
交
通
時
代
の
到
来
に
よ
り
、
本
市
の
さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
河
川
事
業
・
道
路
事
業
の
促
進

に
向
け
て
、
官
民
協
働
の
地
域
振
興
組
織
等

と
と
も
に
、
国
・
県
に
対
し
、
積
極
的
か
つ

継
続
的
な
要
望
活
動
を
行
う
な
ど
、
関
係
機

関
と
、
よ
り
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨

部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文

を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議
会
会
議
録

は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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